黄銅 時代の 為 

〇 オイケンの 偉人と 人生観より、 W 

「精神の 領分に 於て は、 個々 の 部分の 総和 其 ものが 

決して 全体 を 生じない と 云う 点に 一 致して 居る」 

此は、 二人の 人間の 精神的 産物 は、 二つの 傾向の 中 

間で あると 云う 点に あたる。 

精神的の 結合 は、 その 二人が 結合した 事に よって、 

ょリ 高い 価値 を 生ぜし むる 点が 重要で ある。 

黄銅 時代の 為に、 

トルストイの 性慾 論 中より、 
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